
プライバシー保護のため、この画像の自動ダウンロードをブロックしました。

グローバルアミューズメント株式会社
代表取締役 青山 真将樹
Ｈｏｎｄａのマーケティングプロジェクトリーダーとして新商品の開発企画に従事。
企画商品は「日本カーオブザイヤー」、「日経新聞大賞」など各賞を獲得。
2007年、とあるコンサル会社に入社。在籍6年9か月で4度の
「年間最多コンサルティング受注」を獲得、現役最強トップコンサルタントとして突出した
存在となる。2013年12月、パチンコ・パチスロの機械評価・市場分析に特化した、
コンサル＆シンクタンク会社グローバルアミューズメント株式会社を設立。
現在、ホール＆メーカーの双方から支持される業界唯一のコンサルタントであり経営者。

〜北斗らしい北斗だと思います‼〜
【試打リポート】

パチスロ北斗の拳 新伝説創造

皆様、こんにちは。グローバルアミューズメント株式会社 代表取締役 青山真将樹です。

本日も注目機種の試打リポートをご送付させて頂きます。本日の機種は「パチスロ北斗の

拳 新伝説創造」です。 大注目機ですので本日の記事をぜひ機械購入判断の参考材料に

してください。よろしくお願い申し上げます。
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業績アップ情報を限定配信‼

グローバルアミューズメント株式会社
〒141-0031東京都品川区西五反田2-25-2飯嶋ビル7F

TEL 0120-519-113
FAX 03-6417-3685

■“北斗らしい北斗”‼ 北斗ファンには馴染み易い感じが
この局面で登場する北斗としては◎

以下が「パチスロ北斗の拳 新伝説創造」のスペック情報です。

初当たり合成確率：設定1 1/224.3〜 設定6 1/175.1

出率: 設定1 97.8% 〜 設定6 111.1%

コイン単価 2.6円 / ベース 43G

ART性能 ： 純増 1.9枚 / ART 初回G数 30G+α/ ART突入時TY約450枚

※初当たり（宿命の刻）で擬似ボ50枚獲得、バトル勝利（勝率40%）でART突入。

MY 2444枚 天井 710G+α

「規則改正時のホール動向アンケート」 本日回答最終日 必ずご回答くださいね

「パチスロ北斗の拳 新伝説創造」の注目ポイントは以下3点です。

➀演出＆ゲームシステムに北斗感が凄くある‼ 強敵を遊技した

北斗ファンに支持されそうな印象。

➁MY2444枚に設定し、極端な事故待ち機にしていない。

バランス感を重視し、5.5号機スペックにマッチしている。

➂ART中のイベント設計が豊富。チョコチョコ期待できる“EX乱舞”

からいつかは引きたい“北斗揃い”迄、大小4つのイベントがあり、

“簡単には卒業させないゲーム性”が◎

■「本質的に“最後の北斗”となってしまうかも、、」
と考えると非導入リスクが非常に大きい機械だと思う。

商品評価の本筋とは異なるのですが、今後、6号機市場に移行し、パチスロ全体に大幅な

スペックダウンが必須の状況をふまえると、本質的に“最後の北斗”となってしまう機械かも

しれません。その点をふまえると、“うぉりゃっ”と買うべき機械だとは思います。来店頻度が低下

している30代後半〜40代サラリーマン層に対する集客ポテンシャルを考慮すると、販売計画

5万台は全く多いとは思いませんし、TYを重視したスペック設計をふまえると、初期稼働も堅調

な成績を収めると思います。ほぼ特化型に近いART中心のスペック設計ですので“修羅”の

ようにART中に極端な“純増目減り”も発生しませんし、ART中のイベント設計が豊富で、

“EX乱舞”・“EX乱舞TURBO”・“激闘乱舞TURBO”・“北斗揃い”といった様々な上乗せトリガー

を持たせ、“飽きさせない”&“簡単に卒業させない”工夫も上手に盛り込まれている機械だと

評価しています。天帝編＋四人の新キャラを懸念する意見も聞きますが、‟客滞の上がり易さ“

&‟打ち込み要素”を重視している機械ですので、‟キャラクターの意味付け”は慣れで解消

すると思います。唯一の懸念は、設定1初当たり1/224.3（ベース43G）でバトル勝利（勝率40%）

でART突入という“ヒキ弱だとART突入ハードルがほんのちょっとだけ高いゲーム性”ぐらいです。

このタイプのスペックは低投資意向層が増える客数低下期にはちょっと稼働が停滞しますが、

平均投資金額が多めのサラリーマン層が来店してくれる繁忙期には良い働きをすると思います。

「時期に応じ、稼働の浮き沈みがありながら固定島として長く置いとく機械になるのでは？」というの

が私の評価です。（お勧め導入比率は本日GA社のHPにアップした新台評価表をご覧ください。）

ぜひ本記事を機械評価の参考にしてください。本日も最後までお読み頂きありがとうございました。


